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は じめ に
筆者は, イ ギ リ ス に おける工学教育の発展を規定したもの
とし て , 工学教育に対する需要に注目し, 技術者の教育 ･ 訓
練歴の実態分析を始めて い る1)｡ 取り上げたの は, 技術者の
専門職団体中最も早く設立され , 狭義 の
`
c主vile ngin e e r
'
,
すな わち土木技術者だけで なく, あらゆる分野の 著名な民間
技術者(civile ngin e e r)を結集し, 諸種の技術者の専門職団
体の 中で いわば親団体として の 位置を占め て い た 民間 (土
木) 技術者協会 (the ln stitutio n of CivilEn ginee r s)
(Ⅰ.C.E.)で , そ の会員資格要件の変遷を視野に入れ て , 会員
の教育 ･ 訓練歴の変動を分析して い る｡ Ⅰ.C. E. は, 土木技術
者に限らず, 様 々 な分野の技術者を含ん で い たが , そ の主体
はやはり土木技術者で , 高額 の 謝礼金を支払う見習い修業
(premiu m pupilage)で 養成さ れる者を中心に構成され て
おり, 他の技術者専門職団体より階層的に高い , 技術者の エ
リ ー ト集団とみなすことが で きる｡
そ れ に対し て , 本稿 では, 機械技術者の専門職団体で あ る
機械技術者協会 (the lnstittltio n of Mechanic al Engi-
n e e r s) (Ⅰ.M e ch.E .) を取り上げる｡ 機械技術者は, 技術者
の徒弟訓練と燕練工の徒弟訓練がある程度重な っ て い る関係
に あり, 熟練工徒弟から機械技術者徒弟 へ と昇格したり, 熟
練工からたたき上げて機械技術者に な っ たりする こ とも必ず
しも珍しくない など, 土木技術者とは少し異な っ た特徴を持 っ
て い る｡ ま た , Ⅰ.Mech.E . が, 会員資格要件として 一 般教育
の試験と科学 的知識の試験を導入するの は1913年か らで ,
1897年に試験を導入した Ⅰ.C.E . に 比 べ 16年も遅く, 教育資
格の要求水準の点か らも違いがあ っ た｡
今回も, Ⅰ.C .E . の 場合と同様, ロ ン ド ン の Ⅰ.M e cb.E. の 資
料室 (A rchives) に保存さ れ て い る新規 (昇格) 会員の 資
格審査資料を用い たo ま た, 今回は , 一 人前の技術者とみな
される準会員 (As so ciate Mem ber) に しぼ っ て , そ の 教
育 ･ 訓練歴の分析を行 っ た｡ 対象年度とし て , 会員資格要件
に試験が導入される1913年よ り前の1905年度と , 試験定着
後 (実際は 一 定年齢以上 の者 に は試験免除の抜け道があ っ た)
の1935年度を選ん だ｡ 1905年度を選んだ の は, IC.E . の デ ー
タ (1905-6年度) との対応関係から, ま た, 1935年度を選
ん だ の は, 教育 ･ 訓練 の時期と第 一 次世界大戦の時期の重な
りがある程度さけられる こと , 1923年から始ま っ た , 教育
院 (Bo a rd of E ducation) と Ⅰ. M e ch,E , の 共同に よる機械
工学の Natio n al Certificate試験, Nation al Diplo m a試
験の利用状況をみる ことが できる こ とに よる｡
本稿で は , まず, 1905年度の デ ー タ の分析を行う｡ 1905
年の 時点で の 準会員の資格要件は, ｢25歳以上で , エ ン ジ ニ
ア リ ン グの実践または科学と結び っ い た仕事に従事して おり,
会員に選出される に は, まだ十分責任ある地位に就い て い な
い, ある い は まだ そ の資格がないが , 至里事会が (準会員へ の)
選出に値する資格が あるとみなすもの｣(1894年2月改訂付
則2)) と い う内容で , 5人以上の 会員または準会員の推薦を
必要とした｡ 教育 ･ 訓練に つ い て の具体的な資格要件はまだ
定め られ て い なか っ た｡
* 本稿 は, 平成12年度科学研究費補助金 (基盤研究(C)(2))に よ る研究成果 の 一 部で あ る｡
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. デ ー タ ベ ー ス作成方法と資料の 概要
まず, Ⅰ. Mech.E. の 会報 (Pr o c e edings) に掲載され て い
る会員等の 選出者リ ス ト で1905年度に準会員に選出 (昇格)
された者の氏名と選出年月日を拾い , 個人別デ ー タ ベ ー ス ･
カ ー ドを作成した｡ 次 に, 会員選出審査の ため の経歴付き候
補者リ ス ト の1904年度と1905年度の合本 (Pr oposals fo r
Me mbe rship, etc . , 1904 and 1905) を使 っ て , 先に作成し
た個人別デ ー タ ベ ー ス ･ カ ー ド に デ ー タ を記入して い っ た｡
記入した の は, 会員種別, 生年月日 , 選出年齢 , 一 般教育
(学校名, 入学 ･ 離学年齢, 在学期間, 在学時期), 専門教育
(有無, 学位, 学位名, 学校名, 入学 ･ 離学年齢, 在学期間,
在学時期), 実地訓練 (有無, 開始 ･ 終了年齢, 訓練期間,
訓練時期), 養成タ イ プ, そ の他 (職歴等) である｡ 必ずし
も常に完全な情報が記載され て い たわけで はな いが, リス ト
に は, (1) 一 般教育, (2) 技術教育, (3) 徒弟訓練, (4) 職
歴の項目順に記載され ており, 情報は比較的豊富で あ っ た｡
会報 によると, 1905年度選出準会員は, 準会員選出 (A E)
が280名, 準会員昇格 (A T) が4名の計284名で あ っ た｡ こ
の 内, 1905年度と前年の1904年度の審査資料 (1年前まで
遡 っ て調 べ た) の 範囲で デ ー タ を入手で きた者はA E が271
名, A T が3名の計274名で あ っ た｡ こ れ らの 内, 外国人ま
たは専ら イギリ ス 本国以外で教育 ･ 訓練を受けた者4名 (イ
ン ド, オ






教育 ･ 訓練歴か ら, 養成タ イ プを類型化した｡ 一 般教育は,
表1 1905年度 選出準会鼻生年別人数
生年 (年齢) A T ▲ 計
1849(55歳) 0 1 1
1850(5 4-55歳) 0 3 3
1856-5 9(44-49歳) 0 4 4
1 861-65(39-44& ) 0 16 1 6
1 866-70(34-39歳) 1 39 40
1 871-75(29-34歳) 2 78 80
1 876-80(25-29歳) 0 12 6 126
計 3 267 270
表2 養成 タ イ プ別人数
初等教育機関 (H igher Grade School を含む) をE , 中等
教育機関 (Private Tuition を含む) をS で表し, 実地訓練
は, 徒弟訓練 (ap prenticeship) をA, 見習い 修業 (pupiレ
age) と明示して い る もの をPで表し, 専門教育をC で表し
た｡ 専門教育の内, パ ー トタ イ ム の専門教育を/C, サ ン ド
イ ッ チ方式の もの をC - で 表した｡ ま た, 職歴を積んだ後に
専門教育を受けた場合 , 職歴をW で表した｡ こ れらを組み合
わせ て表現した養成タイプの基本類型 (一 般教育はSで , 実
地訓練はAで代表させ た) は次のよう に示すこ とが で きる｡
1) 実地訓練の み (専門教育なし)
a)S A型 (一 般教育+実地訓練)
2) 実地訓練+専門教育
b) S A/C型 ( 一 般教育+実地訓練+ パ ー ト タ イ ム 専門
教育)
c)S A C型 (一 般教育+実地訓練十専門教育)
d)SCA塾 (一 般教育+専門教育+実地訓練)
e)S C- A型 (一 般教育+ サン ドイ ッ チ方式の専門教育 ･
実地訓練)
3) 専門教育のみ (実地訓練なし)
f)S C型 (一 般教育+専門教育)
S A型の バ リ エ ー シ ョ ン に は, E A型, S P型が , S A/C
型の バ リ エ ー シ ョ ン に は, E A/C型, S P/C型が , S A C型
の バ リ エ ー シ ョ ン に は , E A/C C型, E A C型, S A/C C型,
SA C A型, S A C A/C型, S A/C W C型が, S C A型の バ リ エ ー
シ ョ ン に は, E C A C A/C型, E C A/C型, ECA型, S CPC P
型, S C P型, S C A/C型が , S C- A型 に は, S C- P A C型と
SC C- A型が , SC型 の バ リ エ ー シ ョ ン に は, E C型, S C W/
C型があ っ た｡
表 2 に養成タ イ プ別人数を, 表3 に生年別養成タイプ別人
数を示す｡ さ ら に , 養成タ イプを, Ⅰ . 昼 間カ レ ッ ジなし型
(S A型+S A/C型), 刀 . 徒弟訓練先行型 (S A型+S A/C型
+S A C型), Ⅲ . 昼間 カ レ ッ ジ有り型 (S A C型+S C A塾+
SC- A型 +S C型) の 3 つ に類型化したも のを表4に示す｡
まず, 5 つ の 養成タ イ プ別で は, S A/C型が40.0%で 一 番
多く , 次が , S A型 とSC A型で20.7%, 第 4位がS AC型で
15.6%, 後 は少なく て , S C型が2.2%, S C= A型が0.7%で あ っ
た｡ これ を生年別に みると, S A型は, 1849-65年が37.5%,
1866-70年が35.0%, 1871J75年が20.0%, 1876-80年が13.5%
と, 年齢が下がる に つ れて減少し, 逆 に , S C A型は, 1849-
65年が12.5%, 1866-70年が15.0%, 187ト75年が16.3%,
S A型 S AノC 型 S A C型 S C A型 s c= A 型 S C型 計
内
訳
E A型 2 E A/C型 10 E A/C C型3 E C A C A/C 型 1 s C=P A C型 1 E C型 1
S P型 8 S P/C型 4 E AC型 2 E C A/C 型4 S C C=A 型 1 s c型 4
S A型 46 S A/C型 94 S A C型20
S A/C C型 1 0
s A C A型 5
S A C A/C 型1
S A/CWC 型 1
E C A型 4
S C P C P型 1
S C P型4
S C A型32
S C A/C型 10
S CW/C 型1
計 56 108 42 56 2 6 270
20.7 % 40.0 % 1 5.6% 20.7 % 0.7 % 2.2 %
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表3 生年別養成 タ イ プ別人数
生年 (年齢) s A型 SA/ C型 S A C型 S C A型 S C= A 型 S C型 計
1 84 9(55歳) 1 1
1850(54-55歳) 2 1 3
1856-59(44-49歳) 1 3 4

















1871-75(29-34歳) 16 36 12 13 1 2 80
20.0 % 45.0% 1 5.0% 16.3 % 1.3 % 2.5 %
1 876-80(25-29歳) 17 47 2 3 34 1 4 126
13.5% 37.3 % 1 8.3 % 27.0 % 0.8 % 3.2%
合 計 56 108 4 2 56 2 6 270
20.7% 40. % 15.6 % 20.7 % 0.7% 2.2 %
表4 生年別 3類型別人数
Ⅰ ⅠⅠ ⅠⅠⅠ
1849-65(3 9-55歳) 21(87.5 %) 21(87.5 %) 3(12.5 %)
1866-70(34-39& ) 27(67.5 %) 34(85.0%) 13(32.5%)
1 871-75(29-34歳) 5 2(65.0%) 64(80.0 %) 2 8(35.0 %)
1876-80(25-29歳) 64(50.8 %) 87(69.0 %) 62(4 9.2%)
計 1 64(60.7 %) 206(76.3%) 10 6(3 9.3 %)
註 Ⅰ= 昼 間カ レ ッ ジなし型 (S A型+S A/C 型)
ⅠⅠ=徒弟訓練先行型 (s A型 +s A/C型 +s A C型)
ⅠⅠⅠ= 昼 間カ レ ッ ジ有り型 (S A C型+S C A型 +s c= A 型 +S C型)
1876-80年が27.0% と, 年齢が下がる に つ れ て増加し て い る
こ とがわかる｡
表4 に示した3類型で は, I . 昼間カ レ ッ ジなし型が,
1849 1ミ5年が87.5%, 1866-70年が67.5 %, 187 ト75年が65.0%,
1876-80年が50.8 % と, 年齢が下が る に つ れ て減少し, こ れ
と対 になるⅡL 昼間カ レ ッ ジ有り型が, 1849-65年が12.5%,
1866-70年が32.5 %, 187 ト75年が35.0%, 1876-80年が49.2 %
と, 年齢が下が るに つ れ て増加して い る こ とがわかる｡ また,
II. 徒弟訓練先行型が, 1849-65年が87.5%, 1866-70年が
85.0%, 1871-75年が80.0%, 1876-80年が69.0 % と, 年齢が
下がる に つ れ て減少して はい るもの の , 高 い割合を占め て い
る こ とが特徴的である｡ これ は, 機械技術者養成にお い て は,
年齢が低い内に まず実地訓練を経験させ る ことが重要で ある
と いう考え方が強か っ た こ と の反映であると思われ る｡
表5 出身学校種別 一 般教育機関離学年齢
(2) 一 般教育歴
出身学校種別 一 般教育機関の離学年齢の デ ー タ を表5 に示
す｡ 出身学校種を (1) 初等学校 (Ele m e ntary Scho ol),
(2) ハ イヤ ー ･ グ レイ ド ･ ス ク ー ル (Highe r Gr ade Scho ol),
(3) パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル (Public Scho ol- 校長会議加盟
校)3), (4) 他の 中等学校 (Sec o nda ry Scho ol), (5) 個人
指導(Private Tuitio n)の5つ の カ テ ゴ リ ー に 分類し, ｢他 の
中等学校｣ に は, グ ラ マ ー ･ ス ク ー ル (Gr a m m ar Scho ol),
私営学校 (Private School) 等, 他 の 3学校種以外の学校
を含めた｡ ほ とん どの場合に学校名(初等学校の場合は学校
種の場合もあり) が記載され て い たが , ま っ たく記載され て
い な い 7人 に つ い て は, 離学年齢が13歳以下で ある ことか
ら ｢初等学校｣ に分類した｡ 離学年齢 の記載がな い場合は,
技術教育機関 へ の入学年齢, 徒弟訓練の開始年齢を基準に推
出 身 学 校 種 10歳 12歳 1 3歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 不明 計












ハ イ ヤ ー . グ レイ ド 1 2 5 2 10
･ ス ク - ル 10.0 % 20.0% 50.0% 20.0% 3.7 %
パ ブリ ッ ク . ス ク ー 2 1 4 12 【ⅠI 15 1 46
ル 4.3 % 2. % 8.7 % 26.1 % 23.9 % 32.6 % 2. % 17.0%
他 の 中 等 学 校 1 5 2 9 4 6 65 23 3 215 1 89
0.5 % 2.6% 15.3% 24.3% 34. % 1 2.2 % 1.6 % 1. % 7.9 % 70.0 %












計 2 3 1 5 4 0 57 81 35 18 316 270
0.7% 1.1 % 5.6 % 14.8 % 21.1 % 30.0 % 1 3.0 % 6.7 ?( 1.1 % 5.9 %
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定し, そ れ も記載がな い場合は不明と した｡
出身学校種別で は, 学校委員会立学校 (Bo a rd Scho ol)
や宗派立の初等学校出身者が17名 (6.3%), 都市部の 学校委
員会の下で初等教育を超える レ ベ ル の教育機関として組織さ
れた - イ ヤ ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク ー ル 出身者が10名 (3.7%),
エ リ - ト中等教育機関で ある パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者が
46名 (17.0%), グ ラ マ ー ･ ス ク ー ル , 私営学校等, 他 の 中
等学校の 出身者が189名 (70.0%), 一 般教育終了時に , 学校
教育で はなく個人指導を受けて いた者が8名 (3.0%)で あ っ
た｡
離学年齢は, 16歳が81名 (30.0%) で 一 番多く, 15歳の57
名 (21.1%), 14歳 の40名 (14.8%), 17歳の35名 (13.0%) の
順 で あ っ た｡ 学校調査委員会報告書 (1868年) が第1級中
等学校の離学年齢とした18歳よ りも前に離学して い る者 は
233名 (86,3%), 第 2級中等学校の離学年齢とした16歳より
も前に離学して い る者は117名 (43.3%), 第 3敵中等学校の
離学年齢とした14歳よりも前に離学して いる者は20名 (7.4
%)で あ っ た｡
学校種別で は, や はり パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者の離学
年齢が高く , 18歳以上が34.8%で あ っ たが, 徒弟訓練を開始
す る年齢との 関係で18歳以前に離学する者も多く , 65.2% を
占め て い る｡ 当然ながら, 初等学校出身者の離学年齢は低い
が , そ れ で も76.5% が13歳または14歳で離学して おり, さす
が に10- 12歳で離学した者は少な い ｡ - イ ヤ ー ･ グ レ イ ド ･
ス ク ー ル 出身者 は, 一 人を除き14- 16歳 で離学して お り,
事実上 の中等教育機関の役割を果たして い る ことが分かる｡
表6 に パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者50人の 出身校32校の
内訳を示す｡ こ の中に は途中で他の 中等学校に転校した4人
を含ん で い る｡ 特定 の学校に集中する傾向は見られないが ,
Clifto n College と Dulwich College が 各4 名 , King
E dw a rd
'
s Gr a m m a rSchool, Bir min gbam と Rugby
Scho ol が各3名で比較的多か っ た｡
(3) 専門教育歴
何らか の専門教育を受けて い る者 (表3のS A型を除い た
者) は, 270名中214名 (79.3%)で , 生年別にみると, 1849-
6 5年が62.5%, 1866-70年が65.0%, 187 ト 75年が80.0%,
1876-80年が86.5 % と年齢が下がる ほ どそ の割合が高くな っ
て い る｡
専門教育機関別 ･ 生年別人数を表7に示す｡ 1人 で複数の
教育機関に在学して いる場合も多く, フ ル タ イ ム , サ ン ドイ ッ
チ制, パ ー トタ イ ム の すべ て を数え上げた｡ 同じ教育機関で
ち, フ ル タイ ム と パ ー ト タ イ ム は レ ベ ル が異なるなど, 教育
機関を厳密に分類する ことば難しい が, 一 応, (1)Univ e r-
sitie s& Univ e r sity Colleg
･
e s(大学と ユ ニ バ ー シ テ ィ ･ カ
レ ッ ジS, 大学 に準じる レ ベ ル), (2)Technic al Colleges
( 技術力 レ ッ ジ , 技術学校等 , 大学 よ り下の レ ベ ル),
(3)Private Colleg･e s(利益を得るため に設立された学校),
(4) W o rks Schools (工場学校や軍関係の 養成学校な ど職
場と 一 体の 学校), (5)Scie n c eScho ols(Class es), (科学
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表6 パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者数
学 校 名 人数
Aldenha mSchool 2
Bedford G.S_ 1
Berkha m sted Scho ol 1
Bishop
'
s Stortfo rd Co)lege 1
Charterho u se Scho o1 1
Chelte nha m Colle旦e 1
Ch rist
'
s Hospital, Hertford 1
Citv of Lo ndon Scho ol 2
Clifto nColle旦e 4
Densto n eCollege 口
Du1 wich Colle ge,IA ndon 4
Eastboll m eCollef:e 2




s G .S. .Birmin 血 a m 3
King:
f
s Col1. Sch. , Londo n 2
Kin 旦W il)ia m
t
s Col1. . Ⅰsle of Ma n 1
Liv erpo ol Co11e旦e 2
M a rlbo r ouf:h College 1
Nottindl am lliEh Scho o1 1
Oakham Sch. 1
Portsー nOlltb.G.S. 1
Repto nScbo o1 1
Rlli=bv Scho o1 3
St.Johnーs Seh. 1
Sto nvhu rst Co]leEe 2
St.Paulーs Scho o1, Lo ndo n 2
Tonb rid旦e Scho o) 1
Univ e rsitv Col1. Sch. Londo n 2
Up pin旦ha m Seho ol 1
W e)1iⅠl幻on ColleEe 1
W hitgiftG.S.Cr o vdo n. ⅠJOndo n 2
計 51
註 32校 実人員50名o 途中で他 の 中等
教育機関 へ 転校した者4名を含む ｡
学校, 科学学級等) (6)海外に分類した｡ フ ル タ イ ム (サ ン
ド イ ッ チ 制を含 む) で は , Univ e rsities & U niver sity
College sが117件中70件 (59.8%) で 一 番割合が高く , Te ch-
nic al College sが34件 (29.1%) で次 に続くが, パ ー ト タイ
ム で は こ れが逆転して , 後者が195件中98件 (50.30/o) で 一
番割合が 高く , 前者が 57件 (29.2%) で 2位, Scie n c e
Scho ols (Cla s s e s) が35件 (17.9%) で あ っ た｡
個別教育機関で は, あ まり特定の教育機関に集中して おら
ず, 比較的多い の が, フ ル タ イ ム で は, Fin s ubu ry Te ch-
nic al College が11名で1位, Ow e n sCollege が9名で2位,
パ ー トタ イ ム で はGla sgo w a nd We st of Sc otla nd Te chni-
c al College が13名で 1位 , Fin sbu ry Te chnic al College
が12名で 2位, M u nicipal Te chnic a一Scho ol, M a n che ste r
が11名で3位などで あ っ た｡ 1890年代に全国各地で Te chni-
cal College sが設置され た こと を反映して , 56校も の技術
力 レ ッ ジ (Te chnic al Colleg･e s), 技術学校 (Te chnic al
Scho ol), ポ リ テ ク ニ ク ス (Polyte chnic s) などの名があが っ
て い た こ とが特徴的で あ っ た｡
次に , パ ー トタ イ ム を除く専門教育機関在学歴の内, 入学
イ ギ リ ス 機械技術者 の 教育 ･ 訓 練歴 の 分析 (1)
表7 専門教育機関別 ･ 生年別人数
専 門 孝生 育 機 関 名 1849-65 1866-70 1 871- 5 1876-80 計
UⅠliver sitie.s & Univer sitv Co)le巨eS
FT.aii5o望とhO.f.?ciiLsoeTednocne) (2) 2 4+(1) 6+(3)
Ce ntr al Te chnic al ColL IJO ndo n 2 2 4
Kin 仁
一
s Coll. . I.ondo n 1 2+(1) 1 1+(3) 5+(4)
UⅠ)iもersitv Coll. . IJOndo n 2 3 5
Ca mbri d& Universitv 2 2
Du rha m
T
coll. of Sci6.n ee 旺刑 2+(3) 2+(4)
Hartlev Univ. Coll. So utha m t)oll 旺刑 K q E m 0+(3)
Maso占seie nc eColl. . Birmin
A
(!ham 1 3 4
Mu nic. Te ch. Sch.
,
M allChes(e.r
(Manchester Te clmic al Scho o1)
KE] (3) (7) o+(ll)
Owe nsColl. . Ma n ehe.ster 1 3+(1) 5+(1) 9+(2)
UⅠ1i∇ersitV Col1. . Bristol 1 1 3 5
Universitv Coll. . Liver pool 2 2+(2) (2) 4+(4)
Univ ersitもcoll. . Notti益血a m K L1 1f11 0+(2)
uⅠ1iv ersitもcoll. . Sheffield 4 4
yorkshir占co11. . Lee°s (2) (1) 2+(1) 4+(2) 6+(6)
Unive rsitv ColI. Cardiff 1+(1) 1+(1)
EdiIlbur血 unive rsitv 旺}1 0+(1)
St. An drewts Univ ersitv 1 1
Glas 釘) WUniv ersitv 1 2 3
uⅠlivTersitv Col】. . Aberdeen 1 1
Heriot WrallColl. (2) 1+(1) 1 2+(3)
FiansdgeOrT.n&nlTnesi.o.f. .sE]ilsagn.dwTch Coll. (3) 2+(3) 1+(7) 3+(13)
Ro val Coll. of Sc" Ireland 3 3
′
_ト 計 1+(7) 12+(9) 15+(1 2) _42+(29) 70+(57)
Te chⅠ1ical ColleEeS
Lo ndoⅠ1Polvtさclm icⅠnstitutep墨 (2) (1) 4+(14) 7+(16) ll+(33)
Fi血Sb11rVTe.cbⅠ1i(:al Coll. l 棚 1+(1) 3+(4) 6+(6) 10+(12)
Birmingham M u nicipalTe chーnical Sch.
(Tec lm ie al Scho ol. Birmingham)
(2) 1+(2) 1+(4)
その他 の Te clm ic al CollegTe,s 2+(2) 1+(3) 2+(13) 7+(26) 10+(40)
M e chanie s
'Institute s (3) (2) o+(5)
小 計 2+(8) 2+(5) 9+(3 5) 21+(50ー 34+(98ー
P riv ate Colle.ge s
crvstalPa1-a c eScho o1 1 1
Elさctric aland Ge n e r al Engin e erl ng Coil. ,
Ea r1's Co11 rt. IJO ndo n 1 1
Faradavl oー u s eTrainin g Co11. (Lo ndo n) 1 1 2
ー小 一計 1 1 2 4
W o止s Scho ols
Ordna nc eCoⅠ1. . W oolwicb 1 1
Do ckVard Scbool (2) o+(2)
salfoid Ⅰr o nW orks lnstitute 他 (2) 0+(2)
小 計 (2) 1+(2) 1+(4ー
scienc亡Scbo ols(Cla s s e s)
scie n c e a nd ArtScho ol(Classes) (4) (7) (10) 1+(13) 1+(34)
Bartholo me w
'
s Ho sDital BEn o+(1)
Tutor 1 1 2
小 計 (4) 1+(8) 1+(10) 1+(13) 3+(35)
海 外
Victoria En Eine erinE!Co11. . India 1 1
Ro o rke e Col1. . ⅠndiaT 1 1
Te ch. Colt. . Gr a m m o nt. Bel du m 1 1
Hochs chle. Ger m an v 1 1
steve n s
'
Ⅰnstitute . NJ二u.s. A, 1 1
Tuition. Fran cep 旺刑 0+(1)
小 計 3+(1) 2 5+(1)
一合 計 3+(1 9) l 6+(2 2ー 2 9+(6 0) 6 9+(9 4) l 1 7+(1 9 5)
註 1人で 複数の 場合も多い ｡ +()は ､ 夜間パ ー トタイ ム教育の 人数 ｡
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表8 専門教育機関 (フ ルタ イ ム お よ びサ ン ドイ ･y チ制) 別在学年数
専 門 教 育 機 関 名 0 年+ 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6年 計
Universities& Unive rsilv Co))ei=e S
Royal Coll. of Sc., Lo ndo n
(No Ⅱn al Scbo olof Scie nce)
3 3 6
Ce ntral Teclm ical Coll. , IA ndo n 2 2 4
Kin文
一
s Co11. , IJOndon 1 2 1 4
Univ ersitv Co)I. . IA Ildon 3 1 1 5
Ca mbri dge Univ ersitv 2 2
Durha m ColI. of Scie n ee. 2 2
M ason Scienc e Col1. . Bir min 血 am 1 2 1 4
Owe_nsColl. , M aIlehester 1 2 3 3 9
UⅠ1iV ersily Coll. , Bdsloー 1 2 2 5
Univ ersitV Coll. , Live rpo ol 2 1 1 4
Unive.rsitv Coll. . Sheffield 1 2 1 4
Yorkshire Coll. , Le eds 2 3 1 6
St. An dre w
T
s UIliv ersitv 1 1
Glasgo w Univ ersitv 1 1 1 3
UniVersity Coll. , A berdee n 1
■
1
Heriot W attColl. 1 1 2
Glasgo w & W e stof Sc otland Te ch. Coil
(Anderso n nia nColl. , Gla sgo w)
3 3
Ro V al Col1. of
■
Sc. . Ⅰr ela nd 2 1 3
小 計 1 25 1 9 1 8 5 68
Te chnical ColleEe S. Scho ols, Ⅰnstitutres
Lo ndo n Polvte chnic lnstitutes 4 3 ∩ 8
Finsburv Te chnic al Col). 3 4 3 10
その 他の Te clm ic al Collef:e S 4 3 2 2 1 12
小 計 四 1 0 6 2 1 30
P rivate Co)1eges
Cr vstal Pala eeScho ol 1 1
Fa;adav House Trai 血g Co1). (Lo ndo n) 2 2
小 計 3 3
W orks Scbo ols
Ordnanc e Coll. , W oolwicb 1 1
小 計 1 1
海外
Victo ria Enf:ine ering Coll. , Illdia 1 1
Ro orke.e Col1. ,Ⅰndia 1 1
Ho cbscbule, Ge m a Ⅰl Y ■田 1
Stev ens
'
Institute. NJ, U .S.A . 1 1
小 計 2 1 1 4
合 計 1 4 2 30 24 8 0 1 10(～
0
.9 % 39.6% 28.3 % 22.6 % 7.5% 0 % 0.9 %
表9 専門教育機関 (フ ル タ イ ム お よぴサ ン ドイ ッ チ 制) の 入学年齢
l12歳 - 1 3歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳+ 計 ]
2 3 4 ll 15 1013 12 1 5 8 6 3 4 1 06
1.9 % 2.8% .3.8% 10.4 % 14.2 % 9.4% 12.3 % ll.3 % 14.2 % 7.5 % 5.7 % 2,8 % 3.8 %
年齢や在学期間が分か っ て い る106件 (個人で ほなく, 教育
機関を ベ ー ス に 数えた数) に つ い て , 専門教育機関別在学年
数を表8に , 入学年齢を表9に示す｡
在学期間で は , 1年以下が106件中43件 (40.6%) と 一 番
多く, 2年が30件 (28.3%) で 続き, 3年が24件 (22.6%)
で あ っ た｡ 3年以上が33件 (31.1%) に対して , 2年以下が
73件 (68.9%) と3分の2以上を占めて いる ことが特徴的で ,
通常3年 (一 部2年 コ ー ス もあ っ たが) の フ ル タ イ ム の専門
教育 コ ー ス を修了する者は少なか っ た｡ 専門教育機関で の専
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門教育よりも, 現場で の実地訓練を優先する傾向が強か っ た
こ との反映と い える｡
そ こ で , 不足分を夜間 パ ー トタイ ム 教育で補充する者も多
く, 表2 の デ ー タ を みると , SC A型の場合は, 専門教育機
関の コ ー ス (多く は3年 コ ー ス) を最後ま で終了せずに , 1
年か2年程度専門的知識を学ん だ程度で やめて , 実地訓練に
入り, 不足分は夜間パ ー ト タイ ム教育で補充する パ ー トタイ
ム 教育併用型 (E C A C A/C型 , E C A/C型, SC A/C型) が
56名中15名 (26.8%) を占め, S A C型の場合は, 先行する実
イ ギ リ ス 機械技術者の 教育 ･ 訓練歴 の 分析 (1)
地訓練期間に パ ー ト タ イ ム 教育であ る程度専門的知識を学び,
そ の 後 フ ル タ イ ム 教育で 補充する パ ー トタ イ ム 教育併用型
(E A/C C型, S A/C C型, S A/C W C型) が42名中14名 (33･3
%), フ ル タイ ム 教育を パ ー トタ イ ム 教育で補充する パ ー ト
タ イ ム 教育併用型 (SACA/C型) が1名, 計15名 (35･7%)
の パ - トタイ ム教育併用型がい た｡
入学年齢で は, 15- 20歳ま で が比較的割合が高いが , 14
歳以下や21歳以上も 一 定数おり, 全体とし て あまり顕著な
ピ ー ク が なく, 分散し て い る こ とが特徴的で あ る ｡ S A C型
が15.6%, S CA型が20.7% と両方のタイ プが ほぼ同じくら い
存在することの反映であると考えられる｡ ま た, 専門教育機
関の方も, 12- 14歳程度で入学させると ころもみられ, 中
等教育機関と の 接続関係もまだ暖味な状況がみられ る ｡
(4) 専門学位取得者
生年別専門学位 (Asso ciate を含む) 取得者数を表10に示
す. こ の数は, 専門教育機関の課程を修了し, 期待された水
準に 到達した者の数を示し て い るが , As sociate of City
and Guilds lnstitute (A.C .G .I.) やAss ociate of Royal
表10 生年別専門学位 (Ass o ciateを含 む) 取得者数
college of Science (A.氏.C･S･) を含 め て も270名中13名で
4.8% と少なく, 大学学位取得者に限ると10名で , わずか3.7
%に す ぎな い ｡ 1905年の時点で もなお, 専門学位の取得が機
械技術者養成とは はとんど無縁で あ っ た こ とを示して い る｡
こ の こ とは, こ れ らの 学位取得者の , 準会員選 出時の 職種
(義ll) をみるとよりは っ き りする｡
こ の13名の 内, カ レ ッ ジ等 で の 教育職に就い て い た者が
7名 (53.8%), これ に研究職 (研究所の 管理職) を加える
と9名 (69.2%)で , 管理職, 事業経営, コ ン サ ル タ ン ト な
どの実践的技術者は4名 (30.8%)に すぎなか っ た｡ 教育 ･
研究職に就い て い た機械技術者以外はほと ん ど学位と縁がな
か っ たと い える｡
(5) 実地訓練歴
s c型で 実地訓練を受けて い な い6名を除く264名の生年別
実地訓練開始年齢を表12に示す ｡
全体 で は, 16歳が24.6%で 一 番多く , 2位が15歳で20.8%,
3位が17歳で17.8%, 4位が14歳で11.7%, 5位が18歳で9.8
%の順 で あ っ た｡
学 位 名 1871-75 1 876-80 計 備 考
M .Sc.(Victoria) 1 1 Univ ersitv Coll. , Liv erpool
B Sc En E.(Victoria) 2 3 5 Ow en sCol1. =5
B Sc.(IJO ndon)(Math. & Phvsics) 1 1 Univ ersitv Coll. , b ndo n
B A(Camb ri dge)(M e ch. Sei. Tripo s) 2 2
B.Sc.(Glas go w) 1 1
A C G Ⅰ(FinsburVTecb. Colt. ) 1 1
A.氏. C.S.(Ⅰre.land) 2 2
計 4 9 13 今 体(270 名ーの 4.8 %
表11 専門学位取得者 (As s o ciate を 含 む) の準会員選出時の職種
教育職 研究職 管理職 事業経営 コンサルタント 計
M .Sc.(Victoria) 1. 1
B.Sc.EnE.(Victoria) 4 1 5
B.Sc.(b ndon)(M ath. & Phvsic s) 1 1
B.A .(Ca mbri dge)(M e ch. Sci. T ripos) ∩ 1 2
B.Se.EnfL(Glasi=O W) 1 1
A. R. C.S.(Ⅰr eland) 2 2





2 1 1 13
69.2% 30.8 %
表12 生年別実地訓練開始年齢
10歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳
. 22歳 計 な し
1 849-65 5 5 7 4 1 1 1 24
20.8% 20.8% 29.2% 16.7 % 4.2 % 4.2 % 4.2 %
1 866-70 3 6 8 9 7 3 2 2 40
7.5% 15.0 % 20.0 % 22.5% 17.5% 7.5% 5.0 % 5.0%
1 871-75 1 1 2 12 16 1 8 14 7 3 2 2 78 2
1.3 % 1.39Tt' 2.6% 15.4% 20.5 % 23.1 % 1 7.9 % 9.0 % 3.8 % 2.6 % 2.6 %
1 876-80 3 8 26 31 22 16 6. 4 5 1 1Z2 4
2.5% 6.6 % 21.3% 25.4 % 18.0 % 13.1 % 4.9 % 3. % 4.1 % 0.8 %
計 1 1 8 3 1■ 55 65 47 2612 9 8 1 2 64 6
0.4 % 0.4 % 3.0 % 11.7 % 20.8 % 24,6 % 17.8 % 9.8% 4.5% 3.4% 3.0% 0.4 %
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仮に , 現在の 大学 レ ベ ル で の技術者養成の よ う に , 18歳
ま で中等教育を受け, そ の後3年間大学 レ ベ ル の専門教育機
関で専門教育を受けた後に実地訓練を開始すると , 21歳が
実地訓練開始年齢とな るが , 21歳以降に 開始 して い る者は
わずか3.4%にすぎず, 残 り の96.6% がそれ以前に実地訓練を
開始して い る｡ さ ら に, 第 1級中等学校か ら大学に接続する
18歳よ り前に実地訓練に は い っ て い る者 の割合が78.8%を占
め, 第2級中等学校の離学年齢である16歳より前の者も36.4
% を占め て おり, 機械技術者の実地訓練は第1級中等学校の
教育とは5人に 4人の割合で , 第2級中等学校の教育とも3
人に1人以上の割合で競合して いる ことがわかる｡
生年別で みると , 16歳未満で実地訓練を開始 して い る者
は, 1849-65年で41.70/., 1866-70年が42.50/., 1871-75年が
41.0%, 1876-80年が30.3% となっ て お り, 1876-80年生まれ
で よ うやく下が っ て き て い る こ とが分かる｡ 18歳未満で み
た場合も, 18491;5年で87.5%, 1866-70年が82.5%, 187 ト75
年が82.1%, 1876-80年が73.8% となっ て お り , や は り1876-
80年生まれ で よ うやく下が っ て き て い る こ とが分かる｡
次 に , 生年別実地訓練期間を表13と表14に , ま た養成タ
イ プ別実地訓練期間を表15 と表16に示す｡ 期間 に つ い て は,
表13 生年別実地訓練期間 (1)
月単位で示され て い るもの は, 四捨五入して年単位で示した｡
全体 で は, 5年が弓2.2% とピ ー ク で , 6年が16.7%で 2位,
4年が16.3%で 3鑑 3年が14.8%で 4位, 7年が9.5%で 5
位で あ っ た｡ 生年別でみ て も, 1位はど の年代も5年で変わ
りはない ｡ しかし, 5年以上, 3年以上, 2年以下の3 つ に
わけ てみた表14 をみると, 3年以上が 一 貫 し て90% を超え て
い るが , 1876-80年で は5年以上も3年以上も減少し, 逆 に
2年以下が増加して いる のが分かる｡
養成 タ イ プ別 で は, 表16 をみる とか なり顕著な違いがあ
る ことが分かる｡ 5年以上の者の割合をみると, フ ル タイ ム
の専門教育を受けて いる者が他の者より低い傾向がみられ,
S A型 (66.1%) やS A/C型 (75.9%) に比 べ , S A C型が54.8
%, SC A型が35.7%に な っ て い る｡ 逆 に こ れ らの者 は2年以
下の割合が高くな っ て お り, 特にS CA型で は23.2 % とかなり
顕著に高く な っ て い る｡ こ れ は, S C A型 で し っ か りした専
門教育を受けた者は, そ の後の実地訓練期間が短縮されると
いう慣行が広がり始め て い た こ とを示して い る｡ 典型的な事
例として は, 14- 17歳ま で パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル の C barter_
hou s eSchoolに在学し, 18- 21歳ま で Univ e r sity College,
Bristolで 3年間の専門教育を受け, 21- 22歳ま で の 1年間
1年 2年 3年 4年 5年 I.● - 7 年 8年 9年 10年 計
1849-65 1 2 4 8 5 3 1 24
4.2% 8.3 % 16.7 % 33.3 % 20.8 % 12.5% 4.2 %
1866-70 2 4 5 15 7 5 1 1 40
5.0% 10. % 12.5 % 37.5 % 17 5 %12 5 ?( 2 5 % 2 5 %
1871-75 3 8 14 22 20 8 1 1 1 7 8
3
.8 % 10.3% 17.9 % 28.2 % 25 6% 103% 11% 1 3 % 1 3%
1876-80 4 8 25 20 40 12 9 4 122
3.3% 6.6% 20,5% 1 6,4 % 32.8% 9 8 % 7 4 %1 3%
計 4 14 39 43 85 44 25 6 2 2 264
1.5 % 5.3 % 14.8% 1 6.3 % 3 2.2% 1 6.7 % 9.5 % 2.3 % 0.8 % 0.8 %
表1 4 生年別実地訓練期間 (2)
5年以上 3年以 上 2年以下
18 49-65 17(70.8%) 23(95.8%) 1(4,2%)
l 8 66-7 0 2 9(7 2.5%) 38(95.0%) 2(5.0%)
1 8 7 1-7 5 5 3(6 7.9%) 75(96.2%). 3(3.8%)
1 87 6-8 0 6 5( 3.3%) 1 10(90,2 %) 12(9.8%)
計 164(6 2.1%) 24 6(93.2%) 18(6,8%)
表15 養成タイプ別実地訓練期間 (1)
表16 養成 タ イ プ別実地訓練期間 (2)
5年以上 3年以上 2年以下
S A型 3 7(66.1 %) 56(10 0%) o(o%)
S A ノC型 8 2(75,9 %) 1 05(97.2%) 3(2.8%)
S A C型 2 3(5 4.8%) 4 0(9 5.2%) 2(4.8%)
S C A型 2 0(3 5.7%) 4 3(7 6.8%) 13(23.2%)
S A= C 型 2(1 00%) 2(10 0 %) o(o%)
計 16 4(6 2.1%) 24 6(9 3.2%) 1 8(6_8%)
1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 1 0年 計
S A型 10 9 18 1 2 4 1 1 1 56
17.9 % 1 6.1 % 32.1 % 21.4 % 7.1% 1.8% 1.8 % 1.8 %
S A/C型 3 8 15 40 22 1 4 4 1 1 108
2.8 % 7.4 % 13.9 % 37.0 % 20.4% 13.0% 3.7 % 0.9 % 0.9%
S A C型 1 1 6 ll 12 6 5 42
2.4% 2.4 % 14.3% 26.2 % 28.6 % 14.3% ll.9 %
S C A型 3 10 15 8 14 3 2 1 56
5,4 % 17.9 % 26.8 % 14.3 % 25.0% 5▲4 % 3.6 % 1.8 %





計 4 14 ■39 43 8 5 44 25 6 2 2 264
1.5% 5.3 % 14.8 % 16.3 % 32.2 % 16.7 % 9.5% 2.3 % 0.8 % 0.8 %
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の見習い修業を経て , 26歳で 準会員に 選出された事例や,
13- 17歳ま で パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル の Alde nha m Scho ol
に在学し, 17- 20歳ま で K ing
'
s College, Lo ndo n で 3年
間の専門教育を受け, 20- 21歳の 1年間の 見習い修業を経
て , や はり26歳で準会員に選 出され て い る事例を挙げる こ
とが で きる｡
(6) 徒弟訓練の 内容事例
技術者徒弟 の場合, 徒弟訓練期間に , (a) 作莱場(S hops)
と (b) 設計室(Dr a wing Offic e) の両方を経験するのが原
則で あ っ たが, 徒弟訓練歴に関する情報の 中に, 徒弟訓練の
より詳細な内容と訓練期間が記載されて い る事例が 一 定数み
られた の で み て おきた い｡
1872年生まれ の A.0 .B . の 場合, 15- 20歳ま で の 4年9
ヶ月間徒弟訓練を受けて い るが , その 内容は, 設計室で 3年
間, 仕上げ工 (fitte r) の訓練が 1年9 ヶ月 で , ま た, こ の
間, 主任設計技師から機械建造論と応用力学に つ い て の夜間
個人指導を受けて い た｡
1874年生まれ のT.C . の 場合, 17 - 24歳ま で の 6年6 ヶ月
間徒弟訓練を受けて いるが , そ の内容は, 仕上げ工 の訓練が
3年5 ヶ月, 木型工 (patter n maker) の訓練が 2年 4 ヶ
月, 設計室が9 ヶ月 で あ っ た｡
1879年生まれ のE.F, の 場合, 17 - 21歳ま で の 3年6 ヶ月
間徒弟訓練を受けて い るが , そ の内容は, 木型工 の訓練が1
年6 ヶ月, エ ン ジ ン組み立て工 の 訓練が1年3 ヶ月, 設計室
が9 ヶ月 であ っ た｡
1879年生まれ のー G.S.T . の 場合, 15- 19歳ま で の 4年4 ヶ
月間 エ ン ジ ン組み立て工 の徒弟訓練を受けて いるが , そ の内
容は, 仕上げ工 と旋盤工 (tu r n e r) の訓練が3年6 ヶ月 ,
ボ イ ラ
ー 製造工 (boile r m ake r) の 訓練が2 ヶ月, 鋳造
(fo undry) と銅鍛冶 (c op pe rsm主tbs) の訓練が2 ヶ月, 設
計室が6 ヶ月 で あ っ た｡
この よ うに , 機械技術者徒弟は, 作業場で , 熟棟工徒弟と
同じよう に訓練を受けたが, い ろん な職種の訓練を経験する
と ころが通常の熟練工徒弟と異なり, 特に設計室で の訓練が
あるか どうかが両者を分ける指標で あ っ た｡ も っ とも, 熟棟
工徒弟からス タ ー トし, 途中で才能を見込まれ て機械技術者
徒弟 へ昇格さ せ られる者もい たよう で , 最初から機械技術者
徒弟として ス タ ー ト したか どうかは必ずしもは っ き りしな い｡
な お, 企業内の徒弟制度の仕組みに つ い て は, 稿 を改め て検
討する｡
今回の事例の中に , 明らか に熟練工徒弟か らス タ ー トして ,
途中から機械技術者の キ ャ リ ア ー へ と昇格したと思われる事
例がみ られた の で紹介して おく｡ 1877年生まれ の T.F.A . の
場合 で , 初等学校 (学校委員会立学校)に 7 - 13歳ま で 在
学し, 14- 22歳ま で の徒弟訓練期間中に6 つ の 企業を渡り
歩い て 工具製作工 (to ol m aker) として の腕を磨い て い る｡
最初は万力作業台で の訓棟を5 ヶ月, 次に旋盤を4 ヶ月やり,
さ ら に旋盤と作業台で の 訓練を1年7 ヶ月, 旋盤を9 ヶ月,
工具製作の訓練を2年, 8 ヶ月 , 1年9 ヶ月と3箇所渡り歩
-9-
い て い る ｡ 徒弟訓練中 , M unicipal Technic al Scho ol,
M a n che ste rの 夜間 パ ー ト タイ ム コ ー ス で 学び, 徒弟訓練修
了時点で , 設計室に抜擢され , 2箇所で 各1年11ヶ月 づ っ
働き, そ の後職長 (W o rksforem an) を1年9 ヶ月務め ,
27歳 で準会員に選出され て い る｡ 24歳以降の 3年間, Co v e n-
try Te chnic al ln stitute の夜間パ ー ト タイ ム コ ー ス で 工具
製作の指導員も務めて い る｡
(7) 準会員選 出時の 職種とキ ャ リ ア ー パ タ ー ン
表17に準会員選出時の 職種を示す｡ 当然の ことだが , 各
種の現場技師が105名 (38.9%) と 一 番多く, 管理職 (M a n a-
ge r, supe rinte nde nt等) が62名 (23.0%) で 2位, 設計技
節 (Designe r, Dr a ughtsm a n) が41名 (15.20/o)で 3位, 教
育職が14名 (5.2%) で 4伍 コ ン サ ル タ ン ト技師が13名 (4.8
%) で 5位, 事業経営者が12名(4.4%)で 6位, 検査官 ･ 調査
官 (In spector , Su r v eyo r) が11名 (4.1 %) で 7位, セ ー ル
ス 職 (Sale s man , 地方や外国の 出先の Te chnic al R epr e-
se ntativ e等) が7名 (2.6%) で 8位, 職長 (For e m a n)
が3名 (1.1%) で9位, 研究職が2名 (0.7%) で10位であ っ
た｡ なお , 職長職の 3名に つ い て は, 熟練工 の範暗で はなく,
支配人補 (A s sista nt Ma nage r) や設計技師 (Drau ghts一
皿 a n
4)) なども経験して い る技術者で , 熟練技能にお い て も
特 に長け て い るため こ の職 に就 い たも の と思われる. ま た,
技術者の仕事に従事しなが ら, Technic al Colleg･e 等 の夜間
ク ラ ス の講師を兼ね て い る者 (特に , SA/C型で , 自 らも夜
間ク ラ ス で学ん で きた者が多い) が10名 (3.7%) い た｡
徒弟訓練修了後, 準会員選出ま で の経歴をみると, い く
つ か の キ ャ リ ア ー パ タ ー ン に 分類 で き る｡ (1)O ffice型,
(2)Shop乳 (3)Offic e･ S hop混合型, (4)たたき上げ型,
(5) 教員型の 5 つ を取り出し, 具体的事例をみ て おきた い ｡
表1 7 準会員選出時の職種
職 種 人 数 割 合
職長 3 1.1 %
設計技師 41 15.2%
各種技師 1 05 38.9 %
検査官 . 調査官 EEI 4.1 %
セ ー ル ス 職 7 2.6%
管理職 62 23.0 %
コ ン サル タ ン ト技師 1 3 4.8 %
事業経営者 12 4. %
教育職 1 4 5.2 %
研究職 2 0.7 %
計 2 70
1) Office型
これは, 徒弟訓練修了後, も っ ぱ ら設計室で の経歴を積ん
で設計技師 (Dra ughts m an) として準会員に選出される パ
タ ー ン で , ど ち らか と い うと, 20歳代後半に , 比較的若く
して準会員に選出される傾向がみられる｡
1879年生まれ の E. F. の 場合, E C A/C型で , 12- 16歳ま で
の 4年間 - イ ヤ ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク - ル に 在学し, 16- 17
歳まで の 1年間技術学校で専門教育を受け, 17 - 21歳ま で
の 4年間徒弟訓練を受け, そ の間技術学校の夜間ク ラ ス で専
門教育を継続して い る｡ 徒弟訓練修了後, 2箇所で計5年間
設計技師を経験し, 26歳 で準会員に選出され て い る｡
1880年生まれ の L. G.B. の 場合, SC A型で , 8 - 17歳ま で
の 9年間パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル の Clifto nCollege に在学し,
17- 18歳ま で の 1年間 Durha m College of Scienc eで専門
教育を受け, 18- 21歳ま で の 3年間の徒弟訓練修了後, 設
計技師を2年, 主任設計技師 (C hief Dr a ughts m a n) を1
年経験し, 25歳で準会員に選出され て い る｡
1870年生まれ の W .L.S . の 場合, S A塾で , 15歳 で中等学
校を離学後, 15- 21歳ま で の 6年間徒弟訓練を受け, そ の
後, 設計技師補 (As sista nt Dr a ughtsm a n) を3年, プ ラ
ン ト設計技師 (Plant Dr a ughts man) を1屯 主任設計技
師を4年経験し, 設計室支配人 (M an ager ofthe Dr awing･
Office) として35歳で準会員に選出され て い る｡
2) Shop 型
これ は, 徒弟訓練修了後, も っ ぱ ら作業場や戸外, 鉄道,
蒸気船機関室などの現場で経歴を積み, 管玉里人, 支配人等の
管理職にな っ て準会員に選出される パ タ ー ン で , どち らかと
いうと30歳代で準会員に選出される場合が多か っ た｡
1865年生まれ の J. H.S. の 場合, S A/C型で , 中等学校を
離学後, 17- 22歳ま で の 5年間徒弟訓練を受け, そ の 間,
メ カ ニ ッ ク ス ･ イ ン ス テ ィ チ ュ ー ト(M echanics
'
In stitute)
の夜間ク ラ ス や個人指導に よる専門教育を受けて いる｡ 組み
立て工 (erector), 仕上げ工, 組長 (cha rge hand) として
7年, 機関車担当職長を6年, 客車 ･ 貨車担当管理人 (Lo-
c o motiv eCar riage a nd W agon Superintende nt) を4年
経験し, 39歳で準会員に選出され て い る｡
1866年生まれ の C. W . の 場合, S A塾で , 15歳ま で パ ブリ ッ
ク ･ ス ク ー ル の King
･ E dw a rd's G.S.
,
Bir mingha m に在
学し, 15- 21歳ま で の 6年間徒弟訓練を受けた後, 仕上げ
工 ･ 戸外組み立 て 工主任 (le ading fitter a nd o utdo o r
e r e cto r) を3年, 総括職長 (Ge n e r al For em an) を2年,
工場支配人 (W o rks M a n age r
s)) を6年, 工場担当職長
(W o rks Fo r e m a n) を2年, 部門管理人 (Depa rtm e ntal
Supe rinte nde nt) を1年, 170名を使う工場支配人を3年
経験して , 39歳で準会員に選出され て い る｡
1868年生まれ の G.∫.S. の 場合, S A/C型で , 13歳 で 中等
学校を離学後, 13 - 20歳ま で の 7年間設計室と各種作業場
で徒弟訓練を受け, そ の間, 夜間科学ク ラ ス で専門教育を受
けて いる ｡ 熟練工主任 (le ading ha nd) を2年間, 作莱場
担当職長 (S hop Forem a o) を5年, 工場支配人を2年,
支配人を2年, 工場支配人を4年経験 し, 36歳 で準会員に
選出されて い る｡
1876年生まれ の F,S.F. の 場合, S A/C型で , 15歳 で 中等
学校を離学後, 15- 20歳ま で の 5年間徒弟訓練を受け, そ
の間, 技術 力 レ ッ ジの夜間ク ラ ス で専門教育を受けて いる｡
汽船 の 3等機関士 (T hird Engin e e r) か らス タ ー ト し, 2
年乗船し, そ の後日本郵船の 1等機関士 (Fir stEngin eer)
を3年, 束洋汽船の 機関士長 (C hief Engineer) を3年経
験し, 28歳 で準会員に選出され て い る｡
3)S hop ･ Office混合型
これは, 徒弟訓練修了後, 作業場や戸外, 鉄道などの現場
と設計室の両方の経歴を積ん で い き, 管理人, 支配人等の 管
理職で準会員に選出される パ タ ー ン で , どち らかと いうと30
歳代で準会員に選出される場合が多か っ た｡
1864年生まれ の R.H .S. の 場合は, S A塾 で , 10- 14歳ま
で の 4年間グ ラ マ ー ･ ス ク ー ル に在学し, 14- 19歳ま で の
5年間徒弟訓練を受けて い る｡ 設計技師を3年, 組長 ･ 組み
立て工を3年, 工場支配人を3年, そ の後, 現場責任技師等
を経験し, 40歳で 機械 ･ 電気技師と して準会員に選出され
て い る｡
1871年生まれ のF.F. の 場合, E A/C型で , 学校種 ･ 学校名
の記載はな いが , お そ らく初等学校を12歳で離学し, 12-
21歳の 9年間徒弟訓練を受 け, 最後の 2年間は設計室で訓
練を受けて い る｡ そ の間, 技術学校の夜間ク ラ ス で専門教育
を学ん で い る｡ 下級技師 (ju nio r e ngin e e r) と設計技師を
3年, 現場担当技師 (En gin e e r-in-cha rge) を2年, 工場
支配人を1年, 主任技師 (C hief Engin e e r) を2箇所で計
4年, 工場支配人を1年経験し, 34歳 で準会員に選出され
て い る｡
1871年生まれ の F.A .B.D . の 場合, S C A型で , パ ブリ ッ
ク ･ ス ク ー ル も含めた中等学校に16歳ま で在学し, 16- 19
歳ま で の 3年間, Fin sbtl ry Te chnic al College で専門教育
を学び, 19- 21歳ま で の 2年間, 作業場で徒弟訓練を受 け
て いる｡ 仕上げ工, 組み立て工 , 木型工, 機械据付工 (mill-
w right) などを6年, 設計技師を3年, 戸外現場責任者
(Outdo or Repr e s e ntativ e) を4年経験し, 34歳 で準会員
に選出され て い る｡
1872年生まれ の A .0 .B . の 場合, EA/C 型で , 4 - 14歳ま
で の10年間初等学校に在学し, 15- 20歳ま で の 5年間徒弟
訓練 (設計室3年, 作業場2年) を受け, その 間主任設計技
師から専門教育の夜間指導を受けて い る｡ 見積もりと設計を
2年, 次に Fin sbu ry Te chnic al Colleg･e の 夜間 ク ラ ス で 2
年間学びながら仕上げ工と設計を経験し, その後, 設計技師,
工場支配人補, 工場支配人を経験し, 32歳 で準会員に選出
され て い る｡
1879年生まれ の W .A .Ⅰ. M . の 場合, S A塾で , 17歳ま で 中
等学校に在学し, 17- 20歳ま で の 3年間鉄道会社で徒弟訓
練を受けて い る｡ 設計技師の仕事を3年, 仕上げ工, 蒸気機
関車の火夫を2年経験し, 蒸気機関車の運転部門の助手にな
り, 26歳で準会員に選出され て い る｡
4) たたき上げ型
これは, 熟練工から ス タ ー ト して , た た き上げで機械技術
者に昇格したり, 発明等の才能を生かして事業を起こしたり
した パ タ ー ン で , 準会員 へ の 選出は30- 40歳代とか なり
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遅い｡
1861年生まれ の E.∫.C . の 場合, S A/C型で , 12歳で 中等
学校 (Ac ade my) を離学し , 14- 21歳 の 7年間 , 鍛冶
(forge), 鋳造, 機械据付, ボイ ラ ー 製造の徒弟訓練を受け,
同じ職場で30歳ま で熟練工と して 働 い て い る｡ 30歳 で 工作
機械等を製作する事業を共同で起こすが, お そらく失敗し,
34歳から39歳ま で炭鉱で蒸気機関の機器の仕事に従事して
い る｡ 39歳 で再び事業を起 こし, 時間 ･ 労働 ･ 燃料節約機
器の請負業者とし て , 日本帝国海軍等様々 なと ころと契約し
て い る｡ 44歳 で準会員に選出されて い る｡
1862年生まれ の M .S. の 場合, E A/C型で , 学校委員会立
の初等学校を経て , 16- 21歳ま で の 5年間徒弟訓練を受け,
21 - 27歳ま で の 6年間熟練工 (jo u r n eym a n) と して 働 い
て い る. こ の 間, 時期は不明だが , M a n che ste rTe chnic al
Scho olの夜間ク ラ ス で専門教育を学ん で い る｡ そ の後ブ ラ
ジ ル に渡り, 工場 の建設と始動に携わり, 41歳 で総支配人
(Ge n e r al Ma n age r) に なり, 準会員に選出され て い る｡
1872年生まれ の F.T.C, の 場合, E A/C型で , 4 - 13歳ま
で宗派立初等学校に在学し, 13- 21歳ま で の 8年間徒弟訓
練を受けて いる ｡ こ の 間, 15- 18歳ま で の 3年間! 夜間科
学ク ラ ス で専門教育を受けて い る｡ 1年から数 ヶ月単位で様々
な職場を回り, 4年間は ど板金工 (Plate r) とし て の腕を
磨き, 鉄道会社で組長を2年6 ヶ月, 次 に別の職場で職長を
2年4 ヶ月経験し, 29歳 で工場支配人兼主任設計技師に な
り , 31歳 で発電所建設の現場責任者をやり , 32歳 で 工場支
配人に なり, 33歳 で準会員に選出され て い る｡ 彼 の父親は
ボイ ラ ー 製造工 の職長で あ っ た｡
5) 教具型
14名の 教員に は , 手 工 (Man u al Tr ainin g) や金工
(Metaレw ork) の指導員 (Instructo r) な ど実技系教員が
3名, 学位を取得しない で カ レ ッ ジ教員にな っ て い る者が4
名, 学位を取得しカ レ ッ ジ教員に な っ て い る者が7名い た｡
この 内, 学位を取得して カ レ ッ ジ教員に な っ て い る7名の事
例を以下に示す｡ これ らの事例に は次の 2 つ の パ タ ー ン が あ っ
た｡ 一 つ は, 徒弟訓練を受けながら勉強し, 奨学金を獲得し
て フ ル タ イ ム の専門教育を受け, 学位を取得し, カ レ ッ ジ教
員の道 に進む ｢徒弟訓練後学位月文得型｣ で , 5例あ っ た｡ も
う 一 つ は, 専門教育機関で フ ル タ イ ム の専門教育を受け, 学
位を取得し, そ の後実地訓練を受けた後に カ レ ッ ジ教員の 道
に進む ｢学位取得先行型｣ で , 2例あ っ た.
a) 徒弟訓練後学位取得型
1877年生まれ の R. 氏. の 場合, E A/C C型で , 記載はな い
が , お そ らく13歳頃まで初等学校に在学し, 13- 20歳ま で
の 7年間綿紡績工場で 徒弟訓練を受け, 20- 22歳ま で の 2
年間同工場で綿紡績工を経験して いる ｡ こ の間17- 22歳ま
で の 5年間 Mu nicipal Technic al Scho ol, 01dha m の 夜間
ク ラ ス で専門教育を受けて い る ｡ 22歳 の時 に , 年50ポ ン ド
を3年間支給される地方奨学金(Local Scholarship) を獲
得し, さ ら に24歳の 時に は全国奨学金 (National Schola r-
ship) も獲得して , 22- 25歳ま で の 3年間 Ow e nsCollege
で学び, B.Sc.Eng. 月 o n ours(Ⅴ主ctoria) を取得して い る｡
25- 26歳ま で の 1年間設計室で経験を積み, 同時に自らが
学んだ技術力 レ ッ ジ の 夜間ク ラ ス の講師を して い る｡ 26歳
で Gla sgow and West of Sc otla nd Te chnical College の
原動機部門の主任助手の職を得, 28歳 で準会員に選出され
て い る｡
1878年生まれ の E.H . の 場合, E A C型で , 記載はな いが ,
お そ らく13歳頃まで初等学校に在学し, 13- 21歳ま で の 7
年5 ヶ月間徒弟訓練 (おそ らく熟練工徒弟) を受け, 奨学金
(おそ らく W bitw o rth Exhibitio n) を獲得して21- 25歳ま
で の 4年間 Ow e n sCollege で学び , B.Sc. Eng. , Hon o u r s
(Victo ria) を取得後, 25- 26歳ま で の 1年間 M unicipal
Te chn nic alln stitute, West H二a mの 工学の助手(Assistant)
を務め, 26歳からGla sgow a nd We白t of Sc otland Techni-
c al College の機械工学の助手になり, 26歳 で準会員に選出
され て い る｡
1878年生まれ の R. M .F . の 場合, EA C型 で , 14歳ま で初
等学校に在学 し, 14- 20歳ま で の 6年間徒弟訓練 (おそら
く熟練工徒弟) を受け, 奨学金 (おそ らくW hitw o rth Ex-
hibitio n) を獲得 して , Ow e n sCollege で20- 24歳ま で の
4年間学 び, B.Sc. En g. (Victo ria) を取得 し, 24歳 で
Su nderland Te chnic al College の機械工学の助手 (Assis-
tantLe ctu r e r) に なり, 26歳で準会員に選出され て い る｡
徒弟訓練中におそらく夜間 パ ー トタイ ム 教育を受け て い たと
思われるが記載がない ｡
1880年生まれ の A.B . の 場合, S A/C C型で , 13- 15歳ま
で私営学校で学び, 15 - 20歳ま で の 5年間海軍造船所で徒
弟訓練を受け , そ の 間15- 19歳ま で の 4年間造船所学校
(Do ckya rd Scho ol) で専門教育を学ん で い る｡ 20歳で ロ イ
ヤ ル奨学金 (Royal Exhibition) を獲得し, そ の後 フ ィ ッ
ト ワ ー ス 奨学金 (W hitw o rth Exhibitio n) も獲得 し, 20
- 23歳ま で の 3年間 Royal College of Scie n ce, Dublin で
学び, A.R.C.S. を取得, その後1年4 ヶ月 Ce ntr al Te chni-
cal College, Lo ndo n で 電気工学を学ん だ後, 同カ レ ッ ジ で
研究に従事 して いる ｡ 23歳から ロ ン ド ン の ポ リ テ ク ニ ッ ク
の 夜間ク ラ ス の 実習担当教員等を務め , 25歳 で準会員に選
出され て い る｡
1880年生まれ の G.E .P, の 場合, SA/C C型で , 15歳ま で
中等学校 に在学し, 15- 21歳ま で の 6年間デ ポ ン ポ ー ト の
海軍造船所で徒弟訓練を受け, そ の間, Plym o uth Te chni-
c al Scho olの夜間ク ラ ス で専門教育を受けて い る｡ 21歳 で
フ ィ ッ ト ワ ー ス 奨学金を得て , 21- 22歳ま で の 1年間Royal
College ofScien c e, Dublin で学び, 工学 の A.氏 .C .S. を取
得して い る｡ 22- 24歳 の 2年間City of Dublin Technic al
Scho ol の 工学助手を務めた後, 24歳 で Liverpo oI Univer-
sity の W alker Engine erin g Laboratory の 助手兼実習担
当教員 (A ssista ntLe ctur e r a nd Dem on str ato r) に なり,
25歳で準会員に選出され て い る｡
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b) 学位取得先行型
1871年生まれ の R.C.P . の 場合, S C A型で , 14- 18歳ま
で の 4年間 パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル の Clifto n College に在学
し, 18 - 21歳ま で の 3年間 Univer sity College, Liv e rpool
で学び, M .Sc.Eng. (Victor主a) (こ の時点で はB.Sc.En g.
で は な い かと思われるが記載がな い) を取得した後, 21-
24歳ま で の 3年間徒弟訓練を受 けて い る｡ 24- 28歳ま で の
4年間, 支配人補(Unde r M a n age r)や技師補(Assistant
Engin e e r) を経験し, 28- 30歳ま で エ ジ プ ト の カ イ ロ の
Gove r n m ent Polyte chnic Scho ol of Englne erin g の 工学
教授を務め, 30歳 で M a s o nScience College, Bir minha m
(Bir min gham Univ e r sity) の機械工学の講師に なり, 33
歳で準会員に選出されて い る｡
1875年生まれ の W .K.B . の 場合, S CA型 で , 10- 16歳ま
で グ ラ マ ー ･ ス ク ー ル に 在学し , 17 - 20歳ま で の 4年間
Ow e n sCollege で 学び, B,Sc. Eng. , Ⅲo n o u r s(Victo ria)
を取得した後, 21- 25歳ま で の 4年6 ヶ月間鉄道会社の蒸
気機関車工場で徒弟訓練を受けて い る｡ 徒弟訓練修了後26
歳で M e rchant Ve ntu r e s
'
Te chnic al College, Bristolの
工学講師に なり, 30歳で準会員に選出され て い る｡
おわ りに
1905年度選 出準会員の デ ー タ の 分析結果をまとめると以
下 の よ う に なる｡
(1) 養成タイプ
5 つ の養成タ イプ別で は, S A/C型が40.0%で 一 番多く,
次 が , SA型とS CA型 で20.7%, 第 4位がS A C型で15.6%,
後 は少なく て , SC型が2.2%, SC- A型が0.7%で あ っ た｡ 生
年別にみると, SA型は, 年齢が下が る に つ れ て減少し, 逆
に , S CA型は, 年齢が下がる に つ れ て増加し て い た｡
3類型 で は , Ⅰ . 昼 間 カ レ ッ ジ な し型が , 1849-65年が
87.5%, 1866-70年が67.5%, 1871-75年が65.0%, 1876-80年
が50.8% と, 年齢が下がる に つ れ て減少し, これ と対 になる
Ⅲ
. 昼間 カ レ ッ ジ有り型が, 1849-65年が12.5%, 1866-70年
が32.5%, 1871-75年が35.0%, 1876-80年が49.2% と, 年齢
が下が るに つ れ て増加し て い た｡ ま た, Ⅱ . 徒弟訓練先行型
が , 1849-65年が87,5%, 1866-70年が85.0%, 1871-75年が
80.0%, 1876-80年が69.0%
,
と, 年齢が下が る に つ れ て 減少
して は い る もの の , 高い割合を占め て い る こ とが特徴的で ,
こ れ は, 機械技術者養成にお い て は, 年齢が低い 内にまず実
地訓練を経験させ る ことが重要で あると い う考え方が強か っ
た こ との反映で あると思われる｡
(2) 一 般教育歴
出身学校種別で は, 初等学校出身者が6.3%, 都市部の 学
校委員会の下で初等教育を超える レ ベ ル の教育機関として 組
織された - イ ヤ ー ･ グ レ イ ド ･ ス ク ー ル 出身者が3.7%, エ
リ ー ト 中等教育機関で ある パ ブリ ッ ク ･ ス ク ー ル 出身者が
17.0%, グ ラ マ ー ･ ス ク ー ル , 私営学校等, 他 の 中等学校の
出身者が70.0 %, 一 般教育終了時に , 学校教育で はなく個人
指導を受けて いた者が3.0%で あ っ た｡
離学年齢は, 16歳が30.00/.で 一 番多く , 15歳の21.1%, 14
歳の 14.8%, 17歳 の13.0%の 帽で あ っ た｡ 学校調査委員会報
告書(1868年) が第1級中等学校の離学年齢とした18歳より
も前に離学して いる者は86.3%, 第 2級中等学校の離学年齢
とした16歳よりも前に離学して いる者は43.3%, 第3級中等
学校の 離学年齢とした14歳よりも前に離学して いる者は7.4
%で , し っ か り した 一 般教育を受けて い るとは言い難い｡
(3) 専門教育歴
何らか の専門教育を受けて いる者は, 79.3%で , 生年別に
みると, 1849-65年が62.5%, 1866-70年が65.0%, 187 卜75
年が80.0%, 1876-80年が86.5 % と年齢が下がる は どそ の割
合が高くな っ て い る｡
あ まり特定の教育機関に集中せず, 1890年代に全国各地
に設置された技術力 レ ッ ジで学ん で い る者が , 特 に夜間パ ー
トタ イ ム教育で多か っ た こ とが特徴的で ある｡
パ ー ト タイ ム を除く専門教育機関の在学期間で ほ, 1年以
下が40,6% と-,番多く, 2年が28.3%で続き, 3年が22.6%で
あ っ た｡ 2年以下が68.9% と3分の 2 以上を占め て い る こ と
が特徴的で , 通常3年 (一 部2年 コ ー ス も あ っ たが) の フ ル
タイ ム の専門教育 コ ー ス を修了する者は少なか っ た｡ 専門教
育機関で の専門教育よりも, 現場で の実地訓練を優先する傾
向が強か っ た こ との反映と いえる｡ そ こで , 不足分を夜間パ ー
ト タ イ ム教育で補充する者も多か っ た｡
入学年齢で は, 15- 20歳ま でが比較的割合が高いが , 14
歳以下や21歳以上 も 一 定数おり , 全体と して あまり顕著な
ピ ー ク が なく , 分散し て い る こ とが特徴的で ある｡ S A C型
が15.6 %, S C A型が20.7% と両方の タ イ プが は ぼ同じくら い
存在する こと の反映で あると考えられる｡ ま た, 専門教育機
関の方も, 12- 14歳程度で入学させ ると ころもみられ , 中
等教育機関との接続関係もまだ嘆味な状況がみられる｡
(4) 専門学位取得者
As s o ciate を含め て も4.8% と少なく , 大学学位取得者に限
ると , わずか3_7%に すぎな い ｡ し かも, こ の学位取得者の
69.2% が教育 ･ 研究職に就い て おり, そ れ以外の機械技術者
は, 1905年の 時点で も, 専門学位とは は と ん ど無縁で あ っ
たと い える｡
(5) 実地訓練歴
実地訓練開始年齢は, 16歳が24.6%で 一 番多く, 2位が15
歳で20.8%, 3位が17歳で17.8%, 4位が14歳で11.7%, 5位
が18歳で9.8%の順 で あ っ た｡ 第 1級中等学校か ら大学に接
続する18歳よ り前に実地訓練に はい っ て い る者 の割合が78.8
% を占め, 第2級中等学校の離学年齢で ある16歳より前の者
も36.4% を占め て おり, 機械技術者の実地訓練は第 1級中等
学校の 教育とは5人に4人の割合で , . 第2級中等学校の教育
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イ ギ リ ス 機械技術者の 教育 ･ 訓棟歴 の 分析 (1)
とも3人に 1人以上の割合で競合して い た｡
実地訓練期間は, 5年が32,2% とピ ー ク で , 6年が16.7%
で 2位, 4年が16.3%で 3位, 3年が14.8%で 4鑑 7年が
9.5 %で 5位で あ っ た｡ 生年別でみ て も, 1位はど の年代も
5年で変わりはなく , 3年以上が 一 貫 して90%を超え て い る
が, 1876-80年で は5年以上も3年以上も減少し, 逆に 2年
以下が増加して い た｡
養成タイプ別で は , 5年以上の者の 割合をみると, フ ル タ
イ ム の専門教育を受けて いる者が他の者より低い傾向がみら
れ, S A型 (66.1%) やS A/C型 (75.9%) に比 べ , S A C型が
54.8%, SC A型が35.7%に な っ て い る｡ 逆 に こ れ らの 者は2
年以下の割合が高く な っ て お り, 特 にS C A型で は23.2 % とか
なり顕著に高くな っ て い る｡ これ は , S CA型 で し っ か りし
た専門教育を受けた者は, そ の後の実地訓練期間が短縮され
ると いう慣行が広がり始めて い た こ とを示して い る｡
(6) 徒弟訓練の 内容事例
技術者徒弟 の 場合, 徒弟訓練期間 に , (a) 作業場と
(b) 設計室の両方を経験するのが原則であ っ た｡ 機械技術者
徒弟は, 作業場で , 熟練工徒弟と同じように訓練を受けたが,
い ろん な職種 の訓練を経験すると ころが通常の熟練工徒弟と
異なり, 特 に設計室で の訓練があるかどうかが両者を分ける
指標で あ っ た｡ も っ と も, 燕練工徒弟から ス タ ー ト し, 途中
で才能を見込まれて機械技術者徒弟 へ昇格させられる者もお
り, 今回の事例の中に も, 明らか に熟練工徒弟から ス タ ー ト
して , 途中から機械技術者の キ ャ リ ア ー へ と昇格したと思わ
れる事例が確認できた｡
(7) 準会員選 出時の 職種とキ ャ リ ア ー パ タ ー ン
準会員選出時の職種で は, 各種の現場技師が38.9%と 一 番
多く, 管理職が23.0%で 2 凪 設計技師が15.2%で 3位, 教
育職が5.2%で 4位, コ ン サ ル タ ン ト技師が4.8%で 5位, 事
業経営者が4.4%で 6位, 検査官 ･ 調査官が4.1%で 7位, セ ー
ル ス 職が2.6%で 8位, 職長が1.1%で 9位, 研究職が0.7%で
10位 で あ っ た｡ ま た, 技術者の仕事に従事しなが ら, 技術
力 レ ッ ジ等 の 夜間ク ラ ス の 講師を兼ね て い る者 (特に ,
SA/C型で , 自 らも夜間ク ラ ス で 学ん で きた者が多い) が
3.7%い た｡
徒弟訓練修了後, 準会員選出まで の経歴か ら, (1)Offic e
型, (2)Sbop型, (3)Office･ Shop混合型, (4)たたき上
げ型 , (5) 教員型 の 5 つ の キ ャ リ ア ー パ タ ー ン を取り出す こ
とが できた｡
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Cr o sby Lo ckw o od a nd So n, 1918.)
5) Ma n age r に は ｢ 2種類あり, 一 方は総合的な マ ネ ー ジ メ
ン トで , も う 一 方 はより限定的なもの で ある｡ ge n e r al
m a n age r は 事務所を含む工場(fa cto ry) 全体を担当し,
見積もり, 入札 経費等を担当ない し監督し, 通常, 正
式な徒弟訓練を通じて 作業場と事務所の両方を経験し,
専門職として の賃金を得て い る教育された技術者で ある｡
w o rks m a nager は事務所に対する権限は持たず, 作業
場を監督す るだ けで , 通常, 熟練工 (r a nks)か ら昇進
した実地の 人物で あ る｡｣ (Zbid.) とされ て い るが ,
w orks m a n age rは機械技術者の キ ャ リ ア ー の 通過点で
もあ っ たと思われ る｡
